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　1月13日（金）、薩摩川内市総合運動公園 全天候型運動
広場（サンドーム）で読売巨人軍 杉内俊哉投手の自主トレ
ーニングが報道機関に公開されました。杉内投手は平成19年
より11年連続、当施設での自主トレをされており、平成26年
2月より「薩摩川内スポーツ大使」を委嘱されています。



ニニギノミコト
『稲穂神社』より

席数：95席（先着順）/車いす席あります。整理券配付13：30 （映画に限り入館料は必要ありません）
 

■問合せ先   ☎ 25-5580(川内まごころ文学館)

　問合せ先　川内歴史資料館　TEL：20-2344　川内まごころ文学館　TEL：25-5580

2/19（日）
14：00～15：45

2/18（土）
14：00～15：53雪国

原作　川端康成
監督　大庭秀雄
出演　岩下志麻　加賀まりこ
　　　木村功　沢村貞子
　　　ほか

昭和40年（1965）

ⓒ1965松竹株式会社 ⓒ1963松竹株式会社

古都

原作　川端康成
監督　中村登
音楽　武満徹
出演　岩下志麻　吉田輝雄
　　　早川保　長門裕之 ほか

昭和38年（1963）

冬の特別おはなし会
事業報告

　おはなしの世界を、伊地知先生の奏でる

音楽と一緒に楽しんでいただきました。

　来場された方々からは「どれも冬にちな

んだお話でよかった」「音楽が入ると、お

話がさらに膨らんで想像できた」と、大変

好評でした。

日　時：12月23日（金・祝）10：30～11：10
場　所：川内歴史資料館　研修室
出　演：おはなしグループまごころ・伊地知元子氏（作曲家）
来場者数：44名

川内まごころ文学館

移りゆく京の四季と姉妹の人生ノーベル文学賞受賞作家の文芸物

万華鏡作り
2/25（土）
10：00～12：00

場　所　川内歴史資料館　研修室
対　象　小学生以上
　　　　＊小学3年生以下は保護者同伴
定　員　先着15名
参加料　200円（材料代）
申込期間　2月2日（木）～19日（日）
申込方法　電話・直接来館　

わくわく薩摩川内土曜塾

のぞくと雪の結晶のように見える万華鏡を作ります

史跡めぐり

～秀吉軍の足跡をたどる～

見学地　新田神社・京泊・久見崎・猫岳・泰平寺
　　　　平佐城跡（平佐西小学校）
　　　　北郷家墓地（川内駅より徒歩）
　　　　宅満寺跡ほか
対　象　小学生 ～ 一般
　　　　　＊小学3年生以下は保護者同伴
定　員　先着20名 
参加料　無料
申込期間　2月14日（火）～3月3日（金）
申込方法　電話・直接来館
その他　雨天時は見学地の変更があります。　　

3/4（土） 9：30～16：30
集合・解散　川内歴史資料館

「唱歌・童謡の楽しみ」
　修了コンサート～歌の思いを語りながら～

2/25（土）15：00～16：30

場 所　川内まごころ文学館　多目的映像ホール
出 演　「唱歌・童謡の楽しみ」受講生
定 員　50名　＊無料（14：30より整理券配付）
曲 目　『鉄道唱歌』『手のひらを太陽に』など

まごころ文芸講座

場　所：川内歴史資料館　1階ロビー
入場料：無料で観覧できます

トピック展示

ふるさとを知る～川内川と民話～

1/31（火）～6/4（日）

本市を流れる鹿児島県一長い川内川と
ゆかりのある民話をパネルでご紹介します。



エックス

＊スマートフォンでも
　撮影できます

エックス

◆せんだい宇宙館◆　TEL：31-4477

市民星空観望会

金星観察月間
2/1（水）～2/28（火）
　18：30～20：30

場　所　せんだい宇宙館　観測室
入館料　小・中学生300円
　　　　高校生以上500円

金星の大きさは地球とほぼ同じで、
満ち欠けします。季節の星座解説と
ともに宇宙館の大望遠鏡で観察して
みませんか。

小豆のアイピロー作り

場　所　川内文化ホール　第3会議室
対　象　一般
定　員　先着15名
参加料　300円（材料代）
持参品　裁縫道具
　　　　タオルハンカチ（25×25ｃｍ）2枚
申込期間　2月3日（金）～2月13日（月）
申込方法　電話・来館

2/16（木） 13：30～15：30
＊受付は13：15から

吸熱性と温熱作用に優れた小豆でアイピロー（目元専用の枕）
を作ります。レンジで温めてから、目に乗せると疲れがやわ
らぐと言われています。

文化施設課（川内文化ホール内）TEL：20-7570

市民星空観望会

月面Ｘ観察会
３/５（日）
19：00～21：00

この日だけ月面に現れる「X」の文字を見よう！

場　所　せんだい宇宙館　観測室
入館料　小・中学生300円
　　　　高校生以上500円

場　所　せんだい宇宙館
定　員　先着25名
参加料　100円（材料代）
　　　　＊1人1セット、入館の方は免除
申込方法　当日直接来館

太陽の光を受けて回り続けるふしぎな風車。

ウィークエンド工作体験

太陽風車作り
2/5（日）
13：00～16：00

せんだい宇宙館

 

℡0996-31-4477
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月のナゾ

 

～なにが私たちをひきつけるのか？～

 

月を調べる

 

～これまで の挑戦の歴史～

 

再び月へ

 

～これから の挑戦～

 

HAKUTOの紹介

 

～民間による月探査へ～

 

小学生以上の入館者に

 

ペーパクラフト月球儀をプレゼント！

 

   
 

 

※写真の商品は一例です。在庫状況などにより、取り扱う商品が変更となる場合があります。

 

月球儀（イメージ）
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HAKUTO ペーパークラフト HAKUTO ピンズ 

期間中HAKUTO
オリジナルグッズを販売開催中-2017 . 4 . 1 6 （ S u n ）

【入館料】大人500円　小人300円　＊未就学児は無料・身障者は免除
【お得な年間入館券】大人1,000円　小人500円

鹿児島での店頭販売は
せんだい宇宙館だけ！

＊材料は、ガラス瓶と紙と
　粘土と押しピンです



杉内俊哉投手 読売巨人軍

山崎勝己捕手
オリックス・バファローズ

読売巨人軍
　杉内俊哉投手　　11年連続11回目
　江柄子裕樹投手　2年ぶり3回目
　土田瑞起投手　　2年ぶり2回目
オリックス・バファローズ
　山崎勝己捕手　　9年連続9回目

「素晴らしい施設です。感謝して
おります。」

「1年間投げていない。ファンの期待を
背中に感じながら1カ月しっかりと調整
したい。ひとつずつクリアして、今年
はやるんだという気持ちです。」

　正月の3日に鹿児島神宮へ初詣に行きました。本殿

の付近は、多くの参拝客で混雑していました。

　おみくじを引くと大吉。一瞬幸運だと喜びましたが、

よく読むと、いいことばかり書かれているわけではあ

りません。少し迷ってもう一度引いてみると、今度は小

吉でした。

　「心を添える。礼儀と作法に真心を込め、気持ちの

良い対人関係を築きましょう」と書かれていた言葉に

気の引き締まる思いでした。人にはいつも温かく感謝

の心で接したいと決めた今年の初詣でした。（永田）

編集後記

事業報告

　没後百年を迎えた文豪・夏目漱石の妻鏡子が

執筆した「漱石の思ひ出」は、雑誌「改造」に

連載されました。その中から、熊本時代のエピ

ソードを中心にご紹介しました。

　観覧された方々からは、「漱石の家族

のこと、漱石の意外な一面、ユニーク

な人柄などがわかって面白かった」と

の声をいただきました。　

日　時：12月6日（火）～1月9日（月・祝）27日間
場　所：川内まごころ文学館　1階常設展示室
観覧者数：1,395名

プロ野球選手自主トレーニング

　1月5日（木）から23日（月）まで薩摩川内市総合運動公園

（全天候型運動広場及び野球場等）にて、4名のプロ野球選

手が自主トレーニングを行いました。投球、走り込み、ウエ

イトトレーニングのほかトレーナーの指導のもと、体幹や瞬

発力を鍛えるトレーニングなどいくつかのメニューを組み合

わせていました。

　また、4月19日には、巨人対ヤクルト戦が鹿児島で開催さ

れます。巨人軍の公式戦は、昨年4月

に予定されていましたが熊本地震の影

響で急きょ中止となったため、2014年

以来3年ぶりです。

　貴族院書記官長の中根重一・豁子夫妻の6人兄弟姉妹の

長女として生まれる。漱石とのあいだに2男5女（筆子、

恒子、栄子、愛子、純一、伸六、ひな子）の7人の子ども

に恵まれた、大正5年、39歳のときに漱石を亡くす。漱石

の終の棲家となった早稲田南町の家（漱石山房と呼ばれ

た書斎のある借家）を漱石の朝日新聞の退職金をもとに

購入し、その後も暮らし続けた。

　世間では「悪妻」としてよくその名があげられているが・・・。

参加選手


